
津市立南が丘小学校だより                    

かがやく未来   ２０２５，６．４ NO７ 

広く世界に想いを馳せ、足元から行動する 

 私は児童がファミリーマート方面から毎朝、通ってく

る歩道が両側から草が生い茂っていて気になっていたの

と車から死角になるので防犯上・交通安全上も心配でし

た。先週の午後、少し時間が取れたので学校の草刈り機

とごみ袋を数枚もって草刈りに出かけました。草刈りを

終え、集めようとしたところ、竹ぼうきを持ってくるの

を忘れたことに気づき、仕方なく手で集めて袋に入れて

いました。草を刈ったところからはお菓子の袋などごみ

もいくつか出てきました。ちょうどそこに下校中の児童

が通りかかり、低学年の児童からは「校長先生、有難う

ございます」と何度も何度も口々にお礼を言ってもらいました。高学年の児童は「有難うございま

す」と丁寧にお礼を伝えてくれるとともに歩道に残っていた草を手でつかんでごみ袋に入れてくれ

ました。（この児童のさりげない行動にはとても驚きました。） 

 今、４年生では身の回りのごみの処理について学習をしています。先週、津市環境政策課からパ

ッカー車３台と職員がたくさん来ていただき、津市のごみ処理やパッカー車についての説明をして

いただきました。全国の市町村の６割以上に「ポイ捨て禁止条例」が制定されているそうですがポ

イ捨てされたごみを集めているのはほとんどがボランティアであるということも聞きました。 

 地域住人や民間企業の方がボランティアで道路沿いの歩道や植え込みの中に捨てられたごみを

集めてみえる姿を時々見かけます。まさに市民レベルの地道な活動がきれいな街を保っていると言

っていいのかもしれません。私は子どもたちには環境問題を自分事としてとらえ、消費の在り方、

ごみの捨て方などについて考え、行動できるようになってほしいと思います。よく、環境教育や人

権教育で「Think Globally、 Act Locally」（広く世界に思いを馳せ、足元から行動する）という

言葉が使われます。もう過ぎてしまいましたが、５月３０日はごみゼロの日。ごみだけに限らず、

平和や環境・人権問題など各学年の年齢に応じながら、“広く世界に思いを馳せ、足元から行動す

る”ということを考えていってほしいと思います。 

 

新学期も２か月が過ぎ、６月に入りました。ちょうど折り返し点を通過したところです。１学期終

了まであと半分。後半も宜しくお願いします。 

 

５日（木）安全５  

１１日（水）検尿第２次提出日 

１６日（月）プール水泳開始（７/１１まで） 

            安全５ 

２５日（水）安全５ 引き渡し訓練 

２７日（金）６年生卒業アルバム個人写真撮影 

         くるりんペーパー回収日 

 

プール水泳が始まります。水着・タ

オル・帽子などの持ち物とともに当

日の朝の検温についても宜しくお

願いします。 

学校では適宜水分補給をするよ

う、声掛けをしています。これから

の時期、気温や湿度が高くなり熱

中症になるリスクが高くなります。

食事や睡眠についてもご協力をお

願いします。 


